ない よ。 坂 口さん は あんな 色男 じ やない よ。 第一、 感 

じが 違 うんだ、 と 云って、 ぜひ、 もう 一枚 うつさせろ、 

私 は 彼の 言い方が 甚だ 気に入らな いの だけれ ども、 衆 

寡 敵せ ず、 なぜなら、 色男の 写真が 全然 別人 だとい う 

の は 定説 だ からで、 じ ゃァぃ ずれ グデ ン グデ ンに 酔つ 

払って 意識せ ざる 時に 撮 させて あげる と 約束 を 結んで 

いたので ある。 

ところが 彼 は 奇襲 作戦に よって、 突如と して 私の 自 

宅 を 襲い、 物 も 言わず 助手と 共に 撮影の 用意 を はじめ、 

呆気に とられて いる 私に、 

「坂 口さん、 この 写真機 はね、 特別の (何とい うの だ 



か 忘れた が) ャッ で、 坂 口さん 以外の 人 は、 こんな 凄 

い ャッを 使い やしないんで すよ。 今日は 特別に、 この 

飛び切りの、 とつと きの、 秘蔵の」 

と、 有りが たそうな 呪文 をブ ッブッ 眩きながら、 組 

み 立て、、 

「さ ァ、 坂 口さん、 書斎へ 行きましょう。 書斎へ 坐つ 

て 下さい。 私 は 今日は 原稿紙に 向って ジッと 睨んで い 

ると ころ を 撮し に 来たんで すから」 

彼 は、 私の 書斎が ニケ 年間 掃除 をした ことのない 秘 

密の 部屋 だとい うこと など は 知らないの である。 

彼 はすで に 思い 決してい るの だから、 こうなる と、 



なかなか ャリ おる と 深い 感動に 打 たれて おります が、 

まだいく つも 読んで いません。 なぜなら、 雑誌 二十 円 

は 高い。 単行本に まとめて 読んで やろうと 思って いる 

と、 七十 円 八十 円で は、 私 は ルンペン だから 手が 出ず、 

借りて 読む という 手が あるから、 マァ、 だいたい 読ん 

でる 次第です。 (中略) 

しかし、 先生 は 正直です ね。 おだてる ので はない が、 

全く、 正直です よ。 その ショウ コが、 昨年 三十 一日、 

私 は 小説 新潮 を 見ました。 モウ レツな 勢いで 机に 向つ 

ている のが 出て いました。 写真が です よ。 机の 四方が 

紙クズ だらけで、 フ トン もしき っぱなし になって まし 



あれ は 天下 一 品の 写真 だから 買おうと 思い ましたが、 

二十 円 だから、 やめました。 いや どうも 失礼なる こと 

を 書きなら ベ 申 訳ありません。 (下略) 

この 手紙の 主 は、 東北の 山奥の 住人で、 二十 前後、 

どうも 十八 ぐら い の 年齢 じ やない かと 思われる。 

フ トンの 上に 女の 一 人 も 寝ころばし ておけば マァ満 

点 だとい うと ころな ど、 アツ パレな 着眼で、 山奥の 小 

僧と は 思われぬ 小憎らしい ところが あるが、 先日、 浅 

草で ドサ 廻りの 役者から きいた 話で も、 目下 田舎へ 行 

く ほど 新風が 流行して いると いう ことで、 東京の ァ 

ベック はテレ くさそう に 腕 を 組んで 歩いて いるが、 田 
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